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日経平均日足チャート

レ
ノ
バ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待

半
導
体
不
足
解
消
な
ら
…

２
Ｑ
決
算
か
ら
見
直
す
銘
柄
？

　

主
要
企
業
の
第
２
四
半
期
決
算
発
表
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
。
市
場

の
事
前
期
待
通
り
通
期
予
想
を
上
方
修
正
し
た
銘
柄
は
多
か
っ
た
が
、

半
面
、
原
油
高
や
半
導
体
不
足
に
よ
り
第
３
四
半
期
以
降
に
関
し
て

極
め
て
慎
重
な
見
通
し
を
立
て
て
い
る
企
業
も
少
な
く
、
決
算
発
表

直
後
に
悲
観
売
り
を
浴
び
る
銘
柄
も
散
見
さ
れ
た
。
イ
ン
フ
レ
で
モ

ノ
の
値
段
が
ジ
ワ
リ
と
上
が
る
な
か
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
消
費
が
思
っ
た
ほ
ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
な
い
不
安
も

あ
る
。
そ
こ
で
決
算
内
容
か
ら
見
直
せ
る
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

 

 

レノバは佐賀県沖での洋上風
　力事業化が期待される（佐賀
　　　県沖の大魚神社の海中鳥居

  

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７

２
０
３
）
は
半
導
体
調

達
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ

た
が
、
１
１
月
４
日
に

発
表
し

た
通
期

予
想
で

は
連
結

営
業
利

益
で
２

兆
５
０

０
０
億

円
か
ら

２
兆
８

０
０
０

億
円

（
前
期

比
２

７
・
４
％

増
）
に
上

方
修
正
し

た
。
た
だ
、
上
方
修
正

の
要
因
は
為
替
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

実
質
的
に
は
下
方
修
正

と
な
り
、
そ
の
内
容
が

確
認
さ
れ
る
と
一
転
し

て
売
ら
れ
る
場
面
も

あ
っ
た
。
半
導
体
の
調

達
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は

相
当
低
く
な
っ
て
お
り
、

生
産
水
準
も
回
復
で
き

る
見
通
し
を
示
し
て
お

り
、
通
期
の
生
産
計
画

９
０
０
万
台
は
保
守
的

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

再
上
方
修
正
の
可
能
性

が
あ
り
そ
う
だ
。

　

株
価
が
低
迷
し
て
い

る
任
天
堂
（
７
９
７
４
）

は
通
期
利
益
予
想
を
上

方
修
正
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
ス
イ
ッ
チ
本
体
の

販
売
計
画
の
引
き
下
げ

か
ら
上
値
の
重
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。
た
だ

１
１
月
１
９
日
発
売
の

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｂ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
」

な
ど
下
期
に
有
力
タ
イ

ト
ル
を

多
数
用

意
し
て

い
る
こ

と
を
考

慮
す
れ

ば
、
半

導
体
不

足
解
消

か
ら
本

体
が
増

産
さ
れ

れ
ば
、

業
績
へ

の
不
安

は
解
消

さ
れ
そ
う
だ
。

　

レ
ノ
バ
（
９
５
１
９
）

は
通
期
の
営
業
利
益
４

７
億
円
（
前
期
比
２
・

１
％
増
）
を
変
え
て
い

な
い
が
、
ア
ナ
リ
ス
ト

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
上
回

る
内
容
と
し
て
上
方
修

正
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
県
沖
で
の
洋
上
風

力
事
業
化
検
討
報
道
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
会

社
側
公
表
に
基
づ
く
も

の
で
は
な
い
と
し
て
し

て
い
る
が
開
発
に
向
け

た
調
査
を
進
め
て
い
る

こ
と
は
認
め
て
お
り
、

Ｂ
Ｉ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
中
長
期
成
長
期

待
が
あ
る
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

半導体と市況関連に買い

　

前
週
の
東
京
市
場
は
前
の
週
の
急
伸
の
反

動
や
米
イ
ン
フ
レ
懸
念
再
燃
な
ど
か
ら
中
盤

ま
で
は
調
整
色
を
強
め
ま
し
た
が
、
後
半
は
盛

り
返
し
、
対
前
週
末
比
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
で
終
わ

り
ま
し
た
。
週
明
け
８
日
と
翌
９
日
は
買
い
先

行
の
あ
と
下

げ
に
転
じ
る
軟
調
な
展
開

で
、
１
０
日

も
米
株
安
を
受
け
３
ケ
タ

超
の
下
落
に

な
っ
た
も
の
の
、
１
１
日

は
２
万
９
０

０
０
円
を
割
る
こ
と
な
く

切
り
返
し
、

週
末
は
Ｓ
Ｑ
の
需
給
イ
ベ

ン
ト
通
過
に

よ
る
ア
ク
抜
け
感
か
ら
大

幅
高
で
引
け

て
い
ま
す
。
全
般
底
堅
く

調
整
一
巡
感

が
意
識
さ
れ
、
週
明
け
は

イ
ン
フ
レ
を
警
戒

し
つ
つ
も
３
万
円
を
目
指

し
戻
り
を
試
す
展

開
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

２
Ｑ
決
算
発
表

は
週
末
で
一
巡
し
ま
し
た

が
、
主
要
企
業
は

お
お
む
ね
好
調
で
コ
ン
セ

ン
サ
ス
に
届
か
ず

当
面
の
出
尽
し
感
か
ら
大

幅
安
に
売
ら
れ
た
銘
柄
の
な
か

に
も
、
内
容
の
良
い
も
の
は
買
い

直
さ
れ
て
お
り
、
好
決
算
銘

柄
の
な
か
か
ら
半
導
体
と

市
況
関
連
に
買
い
を
入
れ

ま
し
た
。　
　
　

 

花
咲 

翁

子会社ＮＹ上場で資産価値拡大

マネックス連続Ｓ高マネックスＧの日足チャート

　

週
明
け

８
日
、
マ

ネ
ッ
ク
ス

グ
ル
ー
プ

（
８
６
９

８
）
は
前

週
末
に
続

い
て
ス
ト

ッ
プ
高
。

４
日
に
米

国
子
会
社

の
ト
レ
ー

ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
グ

ル
ー
プ
を
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

（
特
別
買
収
目
的
会
社
）

と
の
統
合
に
よ
っ
て
来

年
上
半
期
ま
で
に
Ｎ
Ｙ

証
券
取
引
所
に
上
場
さ

せ
る
と
発
表
し
た
こ
と

で
、
引
き
続
き
資
産
価

値
拡
大
を
期
待
し
た
買

い
が
流
入
し
た
。

 

ア
ン
ジ
ェ
ス
効
果
な
く

　

ア
ン
ジ
ェ
ス
（
４
５

６
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

開
発
中
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
第
１

／
２
相
臨
床
試
験
と
第

２
／
３
相
臨
床
試
験
で

主
要
指
標
の
液
性
免
疫

の
期
待
す
る
効
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
と
発
表

し
た
こ
と
を
嫌
気
さ
れ

た
。
今
後
、
よ
り
有
効

性
を
高
め
る
た
め
、
２

１
年
８
月
に
開
始
し
て

い
る
高
用
量
製
剤
で
の

臨
床
試
験
に
注
力
す
る

と
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
発
表
し
た
２

１
年
１
２
月
期
第
３
四

半
期
累
計
の
連
結
決
算

は
、
営
業
損
益
１
２
１

億
６
３
０
０
万
円
の
赤

字
（
前
年
同
期
２
８
億

５
７
０
０
万
円
の
赤
字
）

と
赤
字
が
拡
大
し
た
。

メイコー上昇トップ

 

 

　

メ
イ
コ
ー
（
６

７
８
７
）
が
東
証

１
部
上
昇
率
ト
ッ

プ
。
２
２
年
３
月

期
の
連
結
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
営

業
利
益
を
９
５
億

円
か
ら
１
２
０
億
円

（
前
期
比
８
０
・
２
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
含
む

全
工
場
が
ほ
ぼ
フ
ル
稼

働
、
車
載
向
け
を
中
心

に
受
注
・
販
売
も
好
調

に
推
移
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
大
規
模
自
社
買
い

　

９
日
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

グ
ル
ー
プ
（
９
９
８
４
）

が
急
反
発
。
２
２
年
３
月

期
第
２
四
半
期
累
計
の

連
結
最
終
利
益
は
３
６

３
５
億
６
９
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
８
０
・
７

％
減
）と
大
幅
減
益
で
着

地
。
た
だ
、
中
国
テ
ッ
ク

企
業
の
株
価
下
落
に
よ

る
ビ
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン

ド
の
投
資
損
益
悪
化
は

事
前
に
観
測
さ
れ
て
お

り
、
発
行
株
の
１
４
・
６

％
に
あ
た
る
２
億
５
０

０
０
万
株
、
１
兆
円
を
上

限
に
し
た
大
規
模
自
社

取
得
枠
を
設
定
し
た
こ

と
が
株
価
に
強
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
た
。

東
急
建
減
額
で
赤
字
転
落

　
東
急
建
設
（
１
７
２

０
）が
急
落
。
２
２
年
３

月
期
通
期
の
連
結
業
績

予
想
に
つ
い
て
、営
業
損

益
を
７
０
億
円
の
黒
字

か
ら
３
６
億
円
の
赤
字

（
前
期
３
５
億
４
９
０
０

万
円
の
黒
字
）
に
下
方
修

正
し
た
。
受
注
時
期
の
ず

れ
や
工
事
の
進
捗
遅
れ

の
影
響
な
ど
で
完
工
高

が
減
少
、
施
行
工
事
の
不

具
合
に
よ
る
損
失
な
ど

も
損
益
を
圧
迫
す
る
。

関
西
ス
パ
買
収
思
惑
再
び

　

関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
９
９
１
９
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
オ
ー

ケ
ー
が
関
西
ス
ー
パ
ー

の
臨
時
株
主
総
会
で
決

議
さ
れ
た
エ
イ
チ
・
ツ

ー
・
オ
ー
リ
テ
イ
リ
ン

グ
（
８
２
４
２
）
グ
ル

ー
プ
と
の
株
式
交
換
契

約
に
つ
い
て
、
差
し
止

め
仮
処
分
を
申
請
す
る

と
伝
わ
っ
た
こ
と
で
買

収
へ
の
思
惑
が
再
燃
。

日
産
２
Ｑ
黒
字
通
期
増
額

 
 

 

１
０
日
、
日
産
自
動

車
（
７
２
０
１
）
が
急

反
発
。
２
２
年
３
月
期

第
２
四
半
期
累
計
の
連

結
営
業
損
益
が
１
３
９

１
億
３
１
０
０
万
円
の

黒
字
（
前
年
同
期
１
５

８
７
億
５
９
０
０
万
円

の
赤
字
）
に
浮
上
、
期

予
想
を
１
５
０
０
億
円

の
黒
字
か
ら
１
８
０
０

億
円
の
黒
字
（
前
期
１

５
０
６
億
５
１
０
０
万

円
の
赤
字
）
に
増
額
。
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Ａ
＆
Ｄ
上
昇
率
ト
ッ
プ

医
療
・
健
康
な
ど
好
調
で
上
方
修
正

Ａ＆Ｄの日足チャート

 
 

 

　

１
０
日
、
エ
ー
・
ア

ン
ド
・
デ
イ
（
７
７
４

５
）
が
急
伸
、
東
証
1

部
上
昇
率
ト
ッ
プ
に
立

っ
た
。
２
２
年
３
月
期

の
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
営
業
利
益
で
４
２

億
円
か
ら
５
３
億
６
０

０
０
万
円
（
前
期
比
２

１
・
７
％
増
）
へ
上
方

修
正
。
当
初
予
想
よ
り

も
円
安
で
推
移
し
、
医

療
・
健
康
事
業
は
複
数

の
国
々
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ス
感
染
症
対
策
需
要

が
高
ま
り
、
計
測
・
計

量
機
器
は
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
が
想
定
以
上

で
あ
っ
た
。

グ
レ
イ
ス
不
適
切
会
計

　

グ
レ
イ
ス
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
６
５
４
１
）
が

ス
ト
ッ
プ
安
、
上
場
来

安
値
を
更
新
し
た
。
外

部
か
ら
の
指
摘
を
受
け

て
調
査
、
検
討
を
し
た

結
果
、
１
７
年
３
月
期

か
ら
２
２
年
３
月
期
第

１
四
半
期
ま
で
の
期
間

に
会
計
処
理
の
適
切
性

に
疑
念
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
た
と
し
て
特
別

調
査
委
員
会
を
設
置
、

１
５
日
に
予
定
し
て
い

た
２
２
年
３
月
期
第
２

四
半
期
決
算
の
発
表
を

延
期
す
る
と
発
表
し
た

こ
と
を
受
け
、
経
営
不

安
か
ら
売
り
が
殺
到
し

た
。

ＡＳＢ機３８％営業減益
　

１
１
日
、
日

精
エ
ー
・
エ
ス
・

ビ
ー
機
械
（
６

２
８
４
）
が
ス

ト
ッ
プ
安
、
年

初
来
安
値
を
更

新
し
た
。
２
２

年
９
月
期
の
連

結
業
績
に
つ
い

て
、
売
上
高
３

０
０
億
円
（
前

期
比
１
６
・
４
％

減
）
、
営
業
利
益

５
４
億
円
（
同

３
８
・
２
％
減
）

と
大
幅
減
益
を
予
想
し

た
こ
と
で
失
望
売
り
が

か
さ
ん
だ
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
経

済
・
生
産
活
動
の
停
止

の
影
響
で
前
期
末
の
受

注
残
高
が
１
２
４
億
５

１
０
０
万
円
（
対
前
期

末
比
１
９
・
５
減
）
と

大
幅
に
減
少
し
た
。

ト
ッ
パ
ン
フ
ォ
Ｔ
Ｏ
Ｂ

　
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー

ム
ズ
（
７
８
６
２
）
は

ス
ト
ッ
プ
高
。
凸
版
印

刷
（
７
９
１
１
）
が
完

全
子
会
社
化
を
企
図
し

て
同
社
株
へ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を

実
施
す
る
と
発
表
し
て

お
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
１
５

５
０
円
に
サ
ヤ
寄
せ
す

る
か
た
ち
で
水
準
を
切

り
上
げ
た
。
買
い
付
け

期
間
は
１
１
月
１
１
日

か
ら
１
２
月
２
３
日
ま

で
。
Ｔ
Ｏ
Ｂ
完
了
後
に
同

社
は
上
場
廃
止
と
な
る
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

～ 決 算 情 報 ～

２Ｑ売上高は過去最高に
半導体不足に対応して営業力発揮

立花エレテック

　立花エレテック（８１５９）の２２年３月
期の第２四半期累計（４～９月）決算は、連
結売上高９１１億４００万円（前年同期比２
１．５％増）、営業利益２７億２４００万円（同
６５．５％増）と第２四半期累計として過去
最高の売上高となった。世界的な半導体不足
や東南アジアなどからの部品供給不足が深刻
化するなかで、大阪取引所での決算発表の席
上、渡邊武雄社長は「モノ不足に対応した営
業力が大幅増収に寄与した」としている。
　通期は１０月２５日に発表した売上高１８
３０億円（前期比１３．４％増）、営業利益
５２億５０００万円（同３０．２％増）の上
方修正数値を変えてない。中長期経営計画「Ｎ
ＥＷ Ｃ．Ｃ．Ｊ ２２００」を発表し継続して
売上高２０００億円以上を目指す。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

非製造業に注目

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は日経平均が
２円安と反落しました。週足ローソ
ク足は下髭の陽線形成。一時２万９
０４０円安値までありましたが１３
週線が支持線として機能しました。
前週の週足は上放れの十字足陰線で
したが、先週の押しで週足の窓を埋
めて引き戻したことで不格好だった
週足チャートを修正しました。
　決算発表が一巡し、ヘッジファン
ドの４５日ルールに伴う売却期間も通過
しました。ＳＱも通過し、今週から年末
相場へ向けて動き出すのではないかと考
えます。
　今回の決算では供給制約の影響で製造
業に下方修正が散見されました。一方、
非製造業はコロナ前の水準には届いてお
らず、緊急事態宣言の解除と新型コロナ
の感染鎮静化に伴い街に人出が戻ってき
たことで、今後の上積みの余地がありそ

うでアフターコロナ関連に軸足
を置くべきかと考えます。

ＢＰＯ拡大で２２年３月期上方修正

凸版印刷は大幅反発

凸版印刷の
　　日足チャート

　

１
１
日
、

凸
版
印
刷

（
７
９
１

１
）
が
大

幅
反
発
。

２
２
年
３

月
期
の
業

績
予
想
の

修
正
を
発

表
、
連
結

売
上
高
で

１
兆
４
５

０
０
億
円

か
ら
１
兆

５
０
０
０

億
円
（
前

期
比
２
・
３
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
５
２
０
億

円
か
ら
６
０
０
億
円

（
同
２
・
１
％
増
）
へ

上
方
修
正
し
た
。
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
に
お
け
る
Ｂ
Ｐ
Ｏ

が
拡
大
し
て
い
る
。

シ
ラ
イ
電
子
営
業
益
7.5
倍

　

週
末
１
２
日
、
シ
ラ

イ
電
子
工
業
（
６
６
５

８
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
で

年
初
来
高
値
更
新
。
２

２
年
３
月
期
の
連
結
業

績
予
想
に
つ
い
て
、
営

業
利
益
を
５
億
円
か
ら

９
億
円
（
前
期
比
７
・

５
倍
）
へ
上
方
修
正
、

年
間
５
円
へ
復
配
を
決

め
た
。
カ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
を
中
心
と
し

た
受
注
が
堅
調
で
、
構

造
改
革
効
果
も
表
面
化

し
て
い
る
。

 

大
真
空
大
幅
上
方
修
正

　

大
真
空
（
６
９
６
２
）

が
大
幅
続
伸
で
最
高
値

を
更
新
。
１
１
日
の
取

引
終
了
後
、
２
２
年
３

月
期
の
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
売
上
高
で

３
７
０
億
円
か
ら
４
０

０
億
円
（
前
期
比
２
０
・

５
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
３
０
億
円
か
ら
４

８
億
円
（
同
２
・
３
倍
）

へ
大
幅
に
上
方
修
正
し

た
。
５
Ｇ
ス
マ
ホ
の
普

及
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡

大
に
よ
る
水
晶
デ
バ
イ

ス
の
旺
盛
な
需
要
が
継

続
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
赤
字
転
落

　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
（
２
１

２
０
）
が
急
落
、
約
３

カ
月
ぶ
り
に
年
初
来
安

値
を
更
新
し
た
。
２
１

年
９
月
期
の
連
結
決
算

は
計
画
を
下
回
り
、
営

業
損
益
６
６
億
４
４
０

０
万
円
の
赤
字
（
前
の

期
２
４
億
８
５
０
０
万

円
の
黒
字
）
に
転
落
し

た
こ
と
が
嫌
気
さ
れ
た
。

従
来
予
想
は
３
４
億
３

４
０
０
万
円
の
黒
字
だ

っ
た
。
掲
載
物
件
数
の

減
少
で
売
上
収
益
が
予

想
を
下
振
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ

Ｌ
Ｌ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
の
減
損
損
失
９
７
億

４
９
０
０
万
円
を
計
上

し
た
こ
と
が
響
い
た
。

２
２
年
９
月
期
は
１
７

億
円
の
黒
字
を
見
込
ん

で
い
る
。
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大和ハウス工業

２Ｑは２期ぶり増収増益
住宅、施設も好調で受注２割増

企業への一括導入が進む
第２四半期は売上高１３．８％増

日本トリム

期初計画上回り黒字に浮上
業務用食品伸び自社製品が拡大

あじかん

英　和

第２四半期は２．８％減収
建設機械業界向けなどは増加

　大和ハウス工業（１９２５）の２２年３月
期第２四半期累計の連結決算は、売上高２兆
４２１億８２００万円（前年同期比３．９％増）、
営業利益１６０３億６１００万円（同２．８
％増）、最終利益１０７５億８２００万円（同
１７．８％増）と２期ぶりに増収増益になった。
　展示場からウェブにシフトするなど「ウィ
ズ・コロナに対応した運営に舵を切った」（芳
井敬一社長）ことで戸建、賃貸を含め住宅が
堅調に推移、特に米国が好調だった。商業・
事業施設も順調で、受注は２割近く増加した。
　資材価格高騰の影響を織り込み第３四半期
以降を慎重に見積もっており、通期は売上高
４兆３０００億円（前期比４．２％増）、営業
利益３２００億円（同１０．４％減）、最終利
益２１５０億円（同１０．２％増）と従来予
想を据え置いた。

　英和（９８５７）の２２年３月期の第２四
半期累計（４～９月）は、連結売上高で１５
７億７１００万円（前年同期比２．８％減）、
営業利益で３億６８００万円（同１９．５％減）、
純利益で２億３７００万円（同２０．７％減）
となった。
　設備稼働率の上昇に伴い建設機械業界や電
気機器・精密機器業界向けの販売は堅調に推
移したが、規模の大きな設備投資には未だ慎
重な企業も多い他、新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から、大都市圏を中心に対
面営業が制限され、鉄鋼業界、プラント・エ
ンジニアリング業界等向けの販売が減少した。
　通期は売上高３９０億円（前期比０．４％減）、
営業利益１７億５０００万円（同０．４％増）、
純利益１１億７０００万円（同０．５％増）
と従来予想を据え置いた。

　日本トリム（６７８８）の今２２年３月期
の第２四半期累計（４～９月）は、連結売上
高で８４億１１００万円（前年同期比１３．
８％増）、営業利益で１２億１３００万円（同
４．５％増）、純利益で１４億５５００万円
（同８２．７％増）となった。
　営業環境は９月末での緊急事態宣言解除を
受けて徐々に回復しており、整水器販売事業
では、健康経営による企業一括導入やスポー
ツ関連団体への導入が進展。６月に発売した
「ＴＲＩＭ ＩＯＮＲｅｆｉｎｅ」は、最上位
機種「ＴＲＩＭ ＩＯＮ ＧＲＡＣＥ」のコン
パクト・低価格仕様の製品で好評得ている。
　通期は売上高で１７５億８０００万円（前
期比１７．９％増）、営業利益で２７億円（同
２３．４％増）、純利益は２１億円（同３７．
９％増）を据え置いた。

　あじかん（２９０７）の２２年３月期第２
四半期累計の連結決算は、売上高２１６億６
７００万円（前年同期比７．１％増）、営業損
益３１００万円の黒字（前年同期２０００万
円の赤字）、最終損益６５００万円の黒字（同
２５００万円の赤字）と期初計画を上回り増
収で黒字に浮上した。
　スーパーマーケットを中心に業務用食品が
国内外で伸び、自社製品の取り扱いが拡大、
加工費や広告宣伝費、旅費交通費など販売管
理費の抑制効果に加え、円安が進み為替予約
が評価益に転じたことから損益が急改善した。
　通期は１日に上方修正を発表しており、売
上高４５０億円（前期比５．７％増）、営業利
益３億円（同５２．５％減）、最終利益３億円
（同５０．０％減）を見込む。期末一括配当１
５円を据え置いた。
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２６％増収で営業益２．３倍
国内初さい帯保管サービス立ち上がる

大 森 屋

２１年９月期は３７％営業増益
家庭用海苔好調で新製品も寄与

ステムセル研究所

　大森屋（２９１７）の２１年９月期決算は
連結売上高で１７９億４００万円（前の期比０．
９％減）、営業利益で４億７０００万円（同３
７．３％増）、純利益３億３１００万円（同８
０．４％増）と大幅な増益となった。
　進物品では、冠婚葬祭向けの需要が減少し、
業務用海苔では、コンビニエンスストアなど
の販売が不振ながら、家庭用海苔では、「バリ
バリ職人シリーズ」が好調に推移し、新製品
では「パリパリわかめ兄弟」が寄与した。人
件費をはじめとするコスト増に対応するべく
効率的な生産活動に取り組んだことで収益性
が向上した。
　２２年９月期は「収益認識に関する会計基
準」などを適用するため比較はできないが、売
上高１４８億２０００万円、営業利益５億円、
純利益６億円と増益を見込んでいる。　

　ステムセル研究所（７０９６）の２２年３月
期第２四半期累計の単体決算は、売上高８億６
５００万円（前年同期比２６．４％増）、営業
利益１億１０００万円（同２．３倍）、最終利
益６０００万円（同８５．５％増）で着地した。
　４月に国内初のさい帯保管サービスを立ち上
げたことで２Ｑとして売上高が過去最高となり、
株式公開関連費用を吸収して利益が急拡大した。
高知大学や大阪市立大学附属病院などとはさい
帯血による小児神経疾患を対象とした臨床研究
が着実に進み、米国ではデューク大学での第Ⅱ
相臨床研究の成果を受け、さい帯血による脳性
麻痺治療専門クリニックの立ち上げが計画され
るなどで大きな進展があった。
　通期は売上高１７億６００万円（前期比２１．
１％増）、営業利益２億円（同２．３倍）、最終
利益１億３６００万円（同２．２倍）を見込む。

https://marketpress.jp/
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

米国主導の市場原理主義
２２５先物で日本の株式市場売り崩す

海
外
投
機
筋
支
配
の
構
図
は
同
じ

シャノンの日足チャート

　１９９０
年にバブル
崩壊が起こ
った。日本
の株式市場
は大暴落し、
暗黒の平成

時代を迎えることになる。失われた３０年の始
まりだ。日本経済を奈落の底に転落させたのが
新自由主義であり、米国主導の市場原理主義な
のである。
　アメリカは１９８６年に日本の株式市場に日
経２２５先物を導入させた。さらに米国シカゴ
ＣＭＥとシンガポールＳＧＸに日経２２５先物
を上場させた。これで、日本経済を崩壊させる
システムが完成した。１９９０年１月に米国大
手ヘッジファンド（モルガンスタンレー）が日
経２２５先物に大量の売りを出した。この日経
２２５先物の売りが日本の株式市場を大暴落さ
せたのだ。
　この時は日経２２５先物という金融派生商品
の仕組みを日本の金融機関や投資家は熟知して
なかった。株式市場が大暴落すると、負の連鎖
が続き、日本経済が崩壊することになる。つま
り、日本経済の崩壊は人為的に引き起こされた
ということだ。
　１９８９年にかけ米国は日本の経済力が高ま
り、日本人が力を付けることに脅威を感じてい
た。アメリカの敵は日本になった。ヘッジファ

ンドが
日本の
株式市
場を暴
落させ
ても罪
にはな
らない。
莫大な
資金で
日経２
２５先

物に売りを
出しても日
本の法律に
違反しない。
合法的に日
本の経済を
崩壊するこ
とが出来た
のである。
　１９８５
年、ロナル
ド・レーガ
ン元大統領
と中曽根康
弘元総理の
時代に米国
から押し付
けられた市
場開放で日
本が被った損失は計り知れない。小泉純
一郎元総理とブッシュ元大統領との時代
も新自由経済を進め、米国主導の市場原
理主義によって日本が弱体化した。この
間違った政策を推し進めたのが竹中平蔵
元金融担当大臣だ。
　この時に竹中氏はプライマリーバラン
ス黒字化（財政健全化目標）を政策に掲
げたが、今は「財政健全化目標が間違い
だった」とはっきり認めている。現在、
ＣＴＡやヘッジファンドといった外国人
投機筋がアルゴシステムを利用したＨＦ
Ｔ（超高速・高頻度のトレード）プログ
ラム自動売買で日経２２５先物を売買し、
日経平均が大幅に乱高下している。
　外国人投機筋が日本の株式市場を支配
している構図は昔と同じだ。今、日経平
均が弱い理由は外国人投機筋が日経２２
５先物の買いを控えているからだ。
　潮流銘柄はシャノン（３９７６）、ホ
ロン（７７４８）、アスタリスク（６５
２２）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＮＹダウの日足チャート

ＤＡＸ指数の日足チャート

バラマキでは成長シ
　　ナリオが描きにくい

11
月
は
勝
率
65
％
の
ア
ノ
マ
リ
ー

出
遅
れ
る
日
本
株

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
円
６
０
銭
安
と
３
週
間
ぶ
り

に
反
落
し
た
。
先
々
週
の
急
上
昇

の
反
動
に
加
え
て
ま
た
し
て
も
中

国
恒
大
集
団
の
利
払
い
不
履
行
に

よ
る
破
綻
懸
念
も
売
り
材
料
に
な

っ
た
よ
う
だ
。

　

チ
ャ
ー
ト
的
に
は
先
週
指

摘
し
た
通
り
、
一
目
均
衡
表

の
雲
の
上
限
を
這
う
形
の
下

落
で
窓
埋
め
完
了
後
再
び
上

昇
に
転
じ
た
。
ほ
ぼ
チ
ャ
ー

ト
の
セ
オ
リ
ー
通
り
の
動
き
と
言

え
る
が
、
こ
の
間
、
米
国
３
指
数

や
フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ
Ａ
Ｃ
４
０
、
ド

イ
ツ
の
Ｄ
Ａ
Ｘ
指
数
が
最
高
値
を

更
新
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

出
遅
れ
感
は
否
め
な
い
。

　

特
に
ド
イ
ツ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
が
一
日

５
万
人
を
超
え
る
中
で
の
株
価
の

上
昇
で
あ
り
、
終
息
し
て
き
て
い

る
日
本
が
上
昇
し
て
き
て
い
な
い

こ
と
は
そ
れ
な
り
に
や
は
り
日
本

株
に
魅
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
岸
田
内
閣
が
発
足
し
１
８

歳
以
下
へ
の
１
０
万
円
給

付
や
事
業
者
向
け
の
支
援

金
５
カ
月
一
括
給
付
な
ど

再
び
バ
ラ
マ
キ
中
心
の
経

済
対
策
だ
け
で
は
投
資
家

と
し
て
は
日
本
の
成
長
シ

ナ
リ
オ
が
描
き
に
く
い
。

　

世
界
に
通
用
す
る
産
業

や
企
業
が
も
っ
と
成
長
で

き
る
よ
う
な
政
策
を
取
ら

な
い
と
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
日
本
に
は
投
資
マ
ネ
ー

は
や
っ
て
こ
な
い
。
投
資
マ
ネ
ー

は
「
変
化
」
を
一
番
好
む
の
だ
。

変
わ
れ
な
い
う
ち
は
「
上
昇
す
る

の
は
最
後
で
下
落
す
る
の
は
最
初
」

の
ま
ま
の
日
本
市
場
で
あ
ろ
う
。

　

今
週
の
相
場
は
前
週
の
流
れ
を

汲
み
、
３
万
円
台
回
復
を
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
だ
。
先
週
末
の
１
１

月
Ｓ
Ｑ
値
は
２
万
９
３
８
８
円
４

７
銭
だ
が
、
引
け
値
は
こ
の
値
を

上
回
っ
て
引
け
て
い
る
。
一
目
均

衡
表
の
基
準
線
（
２
万
８
７
７
４

円
処
）
、
転
換
線
（
２
万
９
４
６
０

円
処
）
も
上
昇
に
転
じ
、
株
価
位

置
も
上
値
に
あ
る
こ
と
か
ら
続
伸

の
期
待
は
大
き
い
。

　

下
値
も
切
り
上
げ
て
き
て
い
る

が
上
値
も
下
が
っ
て
お
り
、
現
状

は
三
角
持
ち
合
い
の
形
と
な
っ
て

い
る
。
先
々
週
の
高
値
（
２
万
９

８
０
０
円
処
）
を
抜
け
て
く
る
と

３
万
円
台
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
展
開
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
２
万
９
２

０
０
円
処
を
割
り
込
む
と
２
万
９

０
０
０
円
割
れ
の
展
開

も
想
定
で
き
る
。

　

１
１
月
は
過
去
５
０

年
の
月
別
勝
率
で
６
５

％
と
４
月
（
６
９
％
）

に
次
い
で
上
昇
し
や
す

い
月
で
あ
る
。
こ
の
マ

ノ
マ
リ
ー
に
も
期
待
し

た
い
。
今
週
は
２
万
９

２
０
０
円
～
３
万
円
の

レ
ン
ジ
を
想
定
す
る
。

　
　
　

　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、



marketpress9 第305号 2021年11月15日

株街往来
星野三太郎の

～年齢を問わず元
　気に働ける環境を～

　

緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
か

ら
１
カ
月
余
り
が
経
過
し

た
が
、
昨
年
か
ら
在
宅
ワ

ー
ク
が
長
く
続
い
た
お
か

げ
で
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人

と
話
す
機
会
が
増
え
た
。

ひ
と
昔
な
ら
座
っ
て
い
る

だ
け
の
楽
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
実
際

に
は
住
人
か
ら
の
苦
情
や

清
掃
な
ど
仕
事
内
容
は
か

な
り
ハ
ー
ド
で
管
理
人
室
で
座
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と

感
謝
の
言
葉
を
か
け
た
が
、
来
年
春
に
は
７
２
歳
で
定
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
再
就
職
先
を
探
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
。

　

若
い
世
代
よ
り
元
気
に
動
い
て
い
る
の
で
年
齢
を
聞
い

て
驚
い
た
が
、
高
齢
者
と
い
う
理
由
だ
け
で
退
職
と
は
、

残
念
で
仕
方
が
な
い
と
思
う
の
は
筆
者
以
外
の
住
人
も
思

っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

先
の
衆
院
選
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
政
治
家
と
し
て
活
動

で
き
る
の
か
と
思
う
よ
う
な
人
が
再
選
を
果
た
し
て
い
る
。

高
額
な
議
員
報
酬
を
貰
っ
て
い
る
の
に
国
会
で
は
居
眠
り

し
て
い
る
議
員
を
Ｔ
Ｖ
中
継
で
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
一
方
で
安
い
時
給
で
清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
も

い
る
と
思
う
と
複
雑
な
気

持
ち
に
な
る
。
選
挙
の
時

だ
け
頑
張
る
の
で
は
な
く
、

年
齢
を
問
わ
ず
元
気
に
働

け
る
よ
う
に
雇
用
環
境
を

よ
く
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

 ク
イ
ッ
ク
ル 

ホ
ー
ム
リ
セ
ッ
ト 

泡
ク

　
　
　
　

リ
ー
ナ
ー
〈
竈
門
禰
豆
子
デ
ザ
イ
ン
〉

 

「鬼滅の刃」とコラボ

家族で攻略！年末そうじキャンペーン

花　王

　

花
王
（
４
４
５
２
）
は
、

「
年
末
そ
う
じ
」
に
向
け
て
、
家
族

み
ん
な
で
協
力
す
る
お
そ
う
じ
を
応

援
す
る
「
家
族
で
攻
略
！
年
末
そ
う

じ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
昨
年

に
引
き
続
き
「
鬼
滅
の
刃
」
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
今
年
は
新
た
に

主
要
お
そ
う
じ
ア
イ
テ
ム
４
品
と
し

て
「
バ
ス
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン
泡
立
ち
ス

プ
レ
ー 

除
菌
・
抗
菌 

ア
ル
コ
ー
ル

成
分
プ
ラ
ス
〈
嘴
平
伊
之
助
デ
ザ
イ

ン
〉
」
、
「
ク
イ
ッ
ク
ル
ワ
イ
パ
ー 

ブ

ラ
ッ
ク
カ
ラ
ー
〈
竈
門
炭
治
郎
デ
ザ

イ
ン
〉
」
、
ト
イ
レ
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン
消

臭
洗
浄
ス
プ
レ
ー 

ツ
ヤ
ツ
ヤ
コ
ー
ト
プ

ラ
ス　

シ
ト
ラ
ス
ミ

ン
ト
の
香
り
〈
我
妻

善
逸
デ
ザ
イ
ン
〉
、

ク
イ
ッ
ク
ル 

ホ
ー

ム
リ
セ
ッ
ト 

泡
ク

リ
ー
ナ
ー
〈
竈
門
禰

豆
子
デ
ザ
イ
ン
〉
を

用
意
し
て
い
る
。

コクーンひろば

片倉工業

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
光
で
包
む

「
コ
ク
ー
ン
シ
テ
ィ 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

　

片
倉
工
業
（
３
０
０
１
）
は
、

Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
前
社

有
地
商
業
エ
リ
ア
「
コ
ク
ー
ン

シ
テ
ィ 

 

（
さ
い
た
ま
市
大
宮

区
）
」
に
お
い
て
、
さ
い
た
ま
新

都
心
駅
前
・
西
口
エ
リ
ア
と
連

動
し
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
街

を
彩
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
「
コ

ク
ー
ン
シ
テ
ィ 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
２
０
２
１
」
が
１
１
月
１

３
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
「
〝
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

ｌ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
，
ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

ｂ
ｒ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
，
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
ｎ 

ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

Ｉ 

ｓ
ｅ
ｅ 

ｔ
ｏ

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
〟
明
る
く
光
り

輝
く
、
今
宵
の
コ
ク
ー
ン
の

お
星
さ
ま
」
を
テ
ー
マ
に
、
約

３
７
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
高
さ
１

０
ｍ
超
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

が
訪
れ
る
人
々
を
暖
か
い
光
で

包
み
込
み
、
明
る
い
未
来
へ
と

誘
う
。
西
口
け
や
き
ひ
ろ
ば
や

駅
前
コ
ン
コ
ー
ス
、
ぺ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
な
ど
、
街
全
体

が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
光
に
包
ま

れ
る
さ
い
た
ま
新
都
心
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
。
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

レーザーテック
　の日足チャート

東京エレクトロ
　ンの日足チャート

３万円抜けは新たな材料必要

米企業決算内容を注視

　

１
１
月
第

２
週
の
東
京

市
場
は
１
１

日
の
前
場
で

日
経
平
均
は

２
万
９
０
４

０
円
０
８
銭

ま
で
売
ら
れ

膠
着
感
の
強

い
動
き
だ
っ

た
が
、
そ
の

後
は
上
値
追

い
の
展
開
に

な
り
、
週
末

は
２
万
９
６

０
０
円
台
ま

で
戻
す
動
き

に
な
っ
た
。

取
り
立
て
て
売
り
買
い
と
も
に

大
き
な
材
料
は
無
か
っ
た
が
、

オ
プ
シ
ョ
ン
Ｓ
Ｑ
を
前
に
し
て

先
物
で
一
方
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

傾
け
難
い
と
こ
ろ
に
、
１
２
月

決
算
に
絡
む
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

の
売
り
が
指
数
を
圧
迫
し
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第
２
次

岸
田
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１

８
歳
以
下
へ
の
給
付
金
が
批
判

さ
れ
て
い
た
が
、
経
済
対
策
の

内
容
が
具
体
化
し
て
く
る
と
政

治
的
リ
ス
ク
へ
の
過
度
な
不
安

も
後
退

し
た
よ

う
だ
。

　

今
週

は
１
５

日
に
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ

ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
グ

ル
ー
プ

（
８
３
０

６
）
や
日

本
製
鋼
所

（
５
６
３
１
）
な
ど
の
発
表
を

通
過
す
れ
ば
国
内
の
第
２
四
半

期
決
算
は
一
巡
す
る
が
、
米
国

で
は
１
６
日
に
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
、

１
７
日
に
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
、
１

８
日
に
ア
プ
ラ
イ
ド
・
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
と
消
費
と
半
導
体
大
手

の
発
表
が
控
え
て
い
る
。
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
は
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦

が
本
格
化
す
る
１
１
月
～
１
月

の
見
通
し
が
注
目
さ
れ
、
エ
ヌ

ビ
デ
ィ
ア
と
１
８
日
に
ア
プ
ラ

イ
ド
・
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
は
世
界

的
な
半
導
体
需
給
逼
迫
で
収
益

改
善
が
進
む
こ
と
が
コ
ン
セ
ン

サ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

期
待
通
り
の
動
き
な

ら
、
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ

ク
（
６
９
２
０
）
や

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
な
ど

日
本
の
半
導
体
関
連

の
株
価
に
も
好
影
響

が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
で
は
１
８
日
に
ア
リ
バ

バ
の
決
算
が
控
え
る
。
こ
ち
ら

は
夏
場
に
中
国
の
個
人
消
費
低

調
か
ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容

が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
。
国
内
で
は

１
７
日
の
１
０
月
貿
易
統
計
以

外
は
目
立
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
な

く
、
海
外
発

の
動
き
に
注

意
と
な
り
、

３
万
円
抜
け

に
は
新
た
な

材
料
が
必
要

だ
ろ
う
。

当面のスケジュール

 

・12日 米9月JOLT求人件数(13日0:00)
・15日 7-9月期GDP(8:50)
　　　 中国10月小売売上高、中国10月工業
　　　  業生産、中国10月都市部固定資産投
　　　 資(11:00)
・16日 9月第三次産業活動指数(13:30)
　　　 米10月小売売売上高(22:30)
　　　 米10月鉱工業生産･設備稼働率
 　　　(23:15)
・17日 10月貿易統計、9月機械受注(8:50)
　　　 米10月住宅着工件数(22:30)
　　　 米20年国債入札
・18日 10月首都圏新規マンション発売
　　　 (14:00)
・19日 10月消費者物価(8:30)

編 

集 

後 

記

　

自
宅
の
駐
車
場
に
タ
ヌ
キ
が

い
た
。
神
社
の
裏
山
が
住
宅
地

に
な
っ
た
せ
い
で
住
む
場
所
と

食
べ
る
も
の
が
少
な
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
昔
は
近
所
で
タ
ヌ

キ
を
見
か
け
る
こ
と
な
ど
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。
聞
け
ば
宅
地

開
発
が
急
速
に
進
ん
だ
地
域
で

タ
ヌ
キ
が
街
中
に
出
没
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
生
ゴ
ミ

を
あ
さ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
し
ま
い
、
毛
が
抜
け
肌
が

た
だ
れ
て
死
ん
だ
気
の
毒
な
タ

ヌ
キ
も
い
る
と
い
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
自
然
破
壊

が
進
み
、
人
間
自
身
も
生
き
辛

く
さ
せ
て
い
る
。
株
式
投
資
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
す
る
必
要
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


